クモの糸(牽引糸)とカイコの糸の分子構造の違い
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クモの糸とカイコの糸は、タンパクで作られた繊維である。しかし糸を作る目的は大きく異なり、クモは営巣や獲物の捕獲などを主な目的として造網するのに対し、カイコはサナギに変態している期間、外敵から身を守るために繭を作る。このため生息環境に適した繊維物性を得るため、繊維タンパク質を作るアミノ酸や分子構造には大きな違いがあると考えられる。タンパク質の分子機構を解析する手段には様々な分光技術が活用されているが、本研究では微小試料でもタンパク質分子の配向や高次構造の情報が得られる全反射型赤外分光(ATR/IR)法を用いた。今回ジョロウグモの牽引糸、およびカイコが紡糸した絹糸について解析を行い、両者ともタンパク質分子が繊維軸に対して強く配向していることが示唆されると共に、高次構造には有意な違いがあることが観察された。
